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は 喜劇や エ ピ グ ラ ム な ど の 諸ジ ャ ン ル と諷

刺 とは ジ ャ ン ル 的 レ ベ ル 的に 大 きな隔た り

が あ っ た ）。
こ の よ うに ， 18世紀の 諷刺に

対 する彼 らの 理 解の 中に は ， 根強い 偏 見が

ある が ， 彼 ら諷刺研究者達に 課せ られ た 今

後 の 課題は ，各時代 （とりわ け 18世紀）の

作家や 詩人達の 諷 刺観を明示 し，諷 刺の流

れ を的確に 掴む こ とで あ る 。

　以上の こ とを考慮に 入れ なが ら ， 報告者

は ロ シ ア 最初 の 諷刺家カ ン テ ミ ー
ル に 焦点

を合わせ ， 1SLt紀 の 諷刺の 特質を 検討す る

こ とに よ り， そ もそ も18世紀の 諷刺，つ ま

り ロ シ ァ 本来 の 諷刺 とは い か な る もの で あ

っ た か ， そ の 本質に迫 っ た 。 またそ の 際 ，

カ ン テ ミー
ル の諷 刺が ロ シ ァ に 現われた 理

由も簡単に触れて お い た。

「ロ シ ア の 夜」 と 「罪 と罰」

糸　 　川　 　紘

　1974年の ナ ジ
ー

ロ フ の 論文 「ウ ラ ジ
ー

ミ

ル
・オ ドエ フ ス キ

ーと ドス ト エ フ ス キ
ー

」

は こ の 二 人 の 作家 の 関係論の 研究史 Eに お

け る画期的論文 とな っ た
。 ナ ジ ー

ロ フ は そ

こで ドス ト エ フ ス キ ーの 「貧 しき人 々 」，

「ネ ー トチ カ ・ネ ズ ワ ノ ーワ」，「罪 と 罰」

がそれぞれ オ ドエ フ ス キ ーの 「生ける死者」，

「公爵令嬢 ジ ジ」， 「ロ シ ァ の 夜」 と深 い 繋

が りを持 つ こ とを論 じた 。
こ の うち第一組

の 繋が b．は シ ク ロ フ ス キ
ー

， ヒ ソ 等に よ り，

また 第二 組の 繋が りは グ ロ
ッ

ス マ ソ
，

ゴ ゼ

ン ブー ド等に よ り1950年代か ら各 々 の 作家

の 作品論 解題，注釈 な どの 場 で 僅か なが

ら言及され て きた 。 だが ナ ジ
ー P フ 論文 の

中心部を なす第三 組の 繋が りの指摘は 二 人

の 作家の 代表作の 繋が りの 指摘 で あ り，い

ずれ の 作家の 側か ら見る に せ よ 見逃 せ ない

画期的発言 で ある
。

こ の 見解の 重 要性 と妥

当性 は そ の 後の 数年間に 現われ た 両方 の 作

家 の 研 究文献中 の 反響 （マ イ ミ ー
ン ， 1975

年 ； ブ リ ド レ
ーソ デ ル ，1980年）が物語 る

とこ ろで あ る
。

　報告は 甚 しい 不首尾に 終 っ た が ， 報告者

の 意図は ナ ジ
ー

ロ フ の 創見で ある 「P シ ア

の 夜」 と 「罪 と罰」の 繋が りを発展的に 継

承 す る こ とに あ っ た 。 ナ ジ ー
ロ フ は 厂卩 シ

ア の 夜」の 第 5 夜 「名の な い 町 」 と 「罪 と

罰 」の エ ピ ロ ーグに おけ る ラ ス コ
ー

リ ニ コ

フ の 夢を 比較考察 し て
， 形式 ・内容 の 両面

か ら両者 の 繋が りを指摘 した 。 その 際，形

式面で 両者に共通 の 手法 と見な された の は

「極限化 の手法」で ある。 即ち 「名 の ない

町」 は 墓本的命題を荒唐無稽に 至 ら せ て ベ

ン タ ム の 思 想を完膚 な ぎまで に批判 した も

の と され ， そ の 手法 が また 「罪 と罰」 の も

の で もある とされる 。 また 内容面で は ，

一

方 「名 の な い 町j で は個人的利益 と社会的

利益を同一
視する ベ ン タ ム の 功利 説 の 欺瞞

性 を テ ー一
？ とす るこ とが解説 と引用で 論述

され ， 他方 「罪 と罰」 の ラ ス コ ー
リ ニ コ

フ の 夢の 中で は オ ドフ ス キ
ー

の こ の 「政治

的 ・経済的」予言が比喩的 ・幻想的な形式

で 借用 ・反復 されて い る と指摘され る。 次

い で こ の ほ か に 借用 と され る もの に は 「旋

毛虫」を除い た 「軋轢 ， 相互虐殺 ， 職業の

崩壊 ， 農業 の 消滅 ， 飢餓」が列挙され る 。

最後に彼我の 対照個所に現わ れた 両作家の

長短 ・ 異 同が検討され ， 文学史 ヒの 意義が

確認 され る 。 両者の 長短 ・異同は本質的に

は 継承 関係 ・相補関係 と把握さ れ る べ きで
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ある が，対照 された 彼我の 思想が発生的 に

は 親類関係に ある こ とに 注意が促され ， こ

こ で の 結語 とな る。

　 オ ドエ フ ス キーか ら ドス トエ フ ス キ
ーへ

の 発展的継承 を論 じた ナ ジー P フ 論文は ，

今度は そ れ 自体が 発展的 に 継承 され る胚種

を豊か に 宿 して い る 。 報告者は こ こ に 言 う

第三 組の 周辺 を伺 う中で ， 「名の な い 町 」

の その 前夜で ある 「ロ シ ァ の 夜」第 4 夜 中

の
一

編 「死者 の 1嘲笑」 と 「罪 と罰」第 3 編

第 6章の これ また ラ ス コ
ー

リ ニ コ フ の 夢 と

の 繋が り に 着目 した。
「ロ シ ァ の 夜」 の 第

4 夜，第 5 夜に お い て 際立 つ ， 詩人が い な

くて 詩歌がな い 世界 とい う主題は 「死せ る
　 　 　りらぺ

夜の 調 とな り 「死 の 国」の 図 とな る 。 第 4

夜の 全 6編 の 構成は ， 次第に 生 の 影 が薄れ

て 死の 影が濃 くな る， ク レ シ ェ ン ドの 展開

を見せ る。 「死者の 嘲笑」は 全 6 話 中の 第

4 話 とい う半ば過 ぎの 位置を 占め ， ク レ シ

ェソ ド の 最強部に あ り， 主題の 展開は 酣 と

な る 。 詩人の い ない 世界の 「死せ る夜」 は

更け渡 り， 詩歌の な い 「死の 国」 の構図は

ほ ぼそ の 輪郭を明らか にす る 。 そ こ で は死

が生に 勝 り， 死が生を 圧倒 し ， 死者が生者
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うつつ

を 愚弄 し，死者が 生者を嘲笑 する 。 夢か 現

か ， 生か 死か 。 「死者の 嘲笑」に お い て は

夢 と現が分ち難 く交錯 し ， 生 と死が綯 い 混

ぜに 結合す る 。 は た また結末に 至 り死者が

嘲笑 し哄笑すれ ば，生老が驚愕 し震憾す る 。

い っ どこ で ともな く現が夢に 転じた 作品世

界 は 今 こ こ で 再び元の 現の 国に 戻 る 。
こ の

結構は何に 似， こ の 仕組は何に 類す るで あ

ろ うか 。 人は こ こ に ラ ス コ
ー

リ ニ コ フ の あ

の 夢 ， 「罪 と罰」第 3編第 6章 の 死 せ る老

婆の 哄笑の 夢を想起 しな い で あろ うか 。
こ

こ に して思 えば ， 主人公た ち の 老若男女 の

違い こそ あれ ， 人は ラ ス コ ー リ ニ コ フ の 夢

が ま さ し く 「死者 の 嘲笑 」の 夢 に通 うこ と

に 想到 しよ うe
　 　 　 　 　 ユピ ソ 　ド

　 こ の 二 つ の 場 面 に は主 要な三 つ の 共通点

が あ る。 第
一

は 夢 と現実の不 ニ ー如の 繋が

りで あり， 相互 の 絶妙な移 ろ い で ある 。 第

二 は 片や 物理的殺人 ， 片や 精神的殺人 とい

う相違 こ そあれ，そ の 罪の 罰 とな る法度が

死で あ り， そ の法度を告げ る裁判官が死者

で あ り， そ の 法度が告げられ る 裁判所が夢

で ある とい う思想で ある 。 第三 は 夢の 後の

他 界談義に ある 。 「死者 の 嘲笑」の 夢 の 後

に リ
ーザ を治療する医者の 開陳す る他界論

ふ うの 言 説は ， 「罪 と罰」 の夢の 後 に ス ヴ

ィ ドリガ イ ロ フ が披瀝する他界論を髣髭 さ

せ る 。

　 夢が通い ，夢の 前後が また 通 う
一

対の エ

ピ ソ
ー

ドに継承 ・影響関係 を見 る こ とは 不

自然で なか ろ う。

　　　　「母 な る 大 地 」 の 文化原 理

『戦争 と平和 』 の ナ タ
ー シ ャ の 形象をめ ぐっ て 一 一

石　 　川　 　達 　 　夫

　 『戦争 と平和』 の ナ タ ーシ ャ は， ピ エ ー

ル との 結婚後に 変貌す るとされ て い る。 結

婚前は 非常に 「詩的」な娘だ っ た ナ タ ー シ

ャ は ， 結婚後は 母と妻の 役割 に没 し切 っ て

しま うとされ て い る 。 しか しなが ら ， 実は ，

豊か な愛 と地 上的な豊饒性を 本質とする点

で ， ナ タ ー シ ャ は結婚前 も後も一貫 して い

る 。 ナ タ ーシ ャ の 形象は しば しば大地 や 自
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